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要旨 
本研究の目的は、国内の看護技術に関する書籍を対象に「(1)患者に使用済みの注射針とキャップの取
り扱い」と「(2)薬液充填後の注射針とキャップの取り扱い」の方法と原則の記述内容を明らかにし、針
刺し切創の防止に向けた技術教育を検討することである。27 冊の書籍を研究対象に、(1)と(2)に関する
記述を表に抽出し、図式化した。結果、(1)に関しては 24 冊に記述があり、そのうち、「キャップをしな
いでそのまま廃棄容器に捨てる」が 20 件であったが、「使用後の注射器は一旦膿盆に置き、その後注射器
の後始末をする」が 3件、再びキャップする場合についての記述が 7件あった。(2)に関しては 22 冊に記
述があり、そのうち、バイアルの場合を除き、「注射針にキャップをする」が 21 件であった。以上の結果
から、「使用済みの注射針とキャップ」が示す定義は曖昧であり、「使用済み」の定義の説明、ならびに針
刺し切創を防ぐために原則の統一した見解を示す必要性が示唆された。 
 
 This study aimed to review books on nursing techniques in Japan to clarify the content of methods 
and principles for the handling of patients' used injection needles and needle caps and that of 
injection needles and needle caps after filling with a drug solution. We also aimed to investigate 
the teaching of techniques to prevent pincushion wounds. In total, 27 books were reviewed. 
Descriptions of the handling of used needles and needle caps and that of needles and needle caps 
after filling with a drug solution were extracted, compiled into a table, and rendered as a diagram.  
Descriptions of the handling of used needles and needle caps were found in 24 books, which included 
20 examples of “disposal of needles in waste receptacles without putting on a cap,” three examples 
of “temporarily placing injection needles in a kidney dish after use and disposing of the injection 
needles later,” and seven examples of “recapping injection needles after use.” Descriptions of 
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the handling of needles and needle caps after filling with a drug solution were found in 22 books 
and included 21 examples of “placing caps on injection needles,” with the exception of vials. Our 
findings showed that definitions of “used injection needles and needle caps” are ambiguous. This 
suggests that an explanation of the definition for “used needles” is needed with consensus on 
principles to prevent pincushion wounds. 
 
キーワード：注射針（injection needle） 
キャップ（injection needle cap） 
看護技術（nursing skills） 
文献研究（literature reviews） 
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Ⅰ．はじめに 
与薬は看護基本技術のひとつであり、血液や体
液に暴露する可能性が高い注射についても看護師
は日常的に行っている。したがって、患者に使用
済みの注射針による針刺し切創や院内感染予防に
は細心の注意を払う必要がある。これまでの先行
研究において、針刺し切創の現状と対策に関する
研究は数多く報告されている。針刺し切創の現状
として、受傷者の半数以上を看護師が占めている
こと、発生場所は病室が多いこと、発生状況とし
て器材を患者に使用中と器材の使用後から破棄ま
でに多くみられたことが明らかになっている 1）2）。
針刺しによる医療従事者等への感染を防止するた
め、平成 17 年度および 23 年度に同内容で厚生労
働省より、使用済みの注射針に再びキャップする
いわゆる「リキャップ」を原則として禁止するこ
とが通知された 3）。患者に使用済みの注射針によ
る針刺しを防止するために、医療施設内での教育
や、注射針廃棄容器の配置、安全機能付き鋭利器
材の使用等の対策がとられている 4）。その結果、
再びキャップすることによる針刺し切創の受傷の
割合は、1996～1999 年が 24.4%であったのに対し
て、2011～2012 年では約９%5）と大幅な改善が認
められた。しかし、この改善はこれまでの様々な
対策による効果と判断できるが、再びキャップす
ることによる針刺し切創の受傷の割合が９%とい
う現状は、針刺しによる感染、出血や痛みなどの
影響を勘案すると未だ多いといえる。 
また、注射準備時の針刺し切創には感染の可能
性はないが、針刺しによる出血や痛みは他の看護
業務に影響をもたらす。注射準備時における薬液
充填後の注射針とキャップの取り扱いに関して、
田中ら 6）は注射針の接続部を指で外す、注射針廃
棄容器を用いて注射針をはずす他に、トレイの上
に置いたキャップを片手ですくい上げたり、キャ
ップを手に持ち注射針に被せたりして、再びキャ
ップをしている割合は約３割であることを報告し
ている。 
以上のことから、未だに再びキャップすること
による受傷の割合が約１割という現状の背景には、
注射針とキャップの取り扱いの原則が守られてい
ないことが推測される。また、厚生労働省が通知
した、使用済みの注射針に再びキャップすること
を原則として禁止するという「使用済み」が示す
明確な定義の説明はないことから、臨床では「患
者に使用済みの注射針とキャップの取り扱い」と
「注射準備時における薬液充填後の注射針とキャ
ップの取り扱い」の双方であることが浸透されて
いなく、曖昧になっている可能性が考えられる。
さらに、多くの看護師は、注射などの看護技術に
関する方法や原則は主に看護技術の書籍から知識
を得たり、確認している。使用済みの注射針に再
びキャップし、受傷することが問題視されている
現状において、注射針とキャップの取り扱いの原
則を理解した上で適切に処理することが求められ
る。 
そこで、注射針とキャップの取り扱いの方法と
原則を再確認することで、針刺し切創の防止に向
けた注射法に関する技術教育の基礎的資料となる
期待ができることから、「患者に使用済み」と「注
射準備時の薬液充填後」における注射針とキャッ
プの取り扱いに関して、わが国の看護技術におけ
る書籍ではどのように記述されているのか明らか
にする必要があると考える。 
 
Ⅱ．研究目的 
本研究の目的は、国内で出版されている看護技
術に関する書籍を対象に、「患者に使用済みの注射
針とキャップの取り扱い」と「薬液充填後の注射
針とキャップの取り扱い」それぞれの方法と原則
の記述内容を明らかにし、針刺し切創の防止に向
けた注射法の技術教育を検討することである。 
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Ⅲ．研究方法 
１．用語の操作的定義 
 本研究における「使用済み注射針」とは、患者
に使用した注射針と注射準備時の薬液充填後の注
射針の双方を含むこととする。 
 
２．研究期間 
 平成 27 年１月～４月 
 
３．研究対象 
１）書籍の抽出と選定 
本研究では、看護技術に関する書籍を対象とし
ており、キーワードから関連性の高い検索単語を
抽出し、キーワードを含む書籍をもれなく探し出
すことができるデータベース Webcat Plus を活用
して、「看護技術」をキーワードに検索を行った。
期間は厚生労働省が使用済みの注射針に再びキャ
ップすることを原則禁止とした平成 17 年以降か
ら平成 26 年に発行された書籍を検索した結果、
560 冊の書籍が抽出された。抽出された書籍にお
いて、必要物品、手順、留意点と根拠について記
述されている必要があるため、記述内容の目視や
WEB 上で目次を確認したうえで記述がされていな
い書籍を除外した。また、タイトルに小児・母性・
老年・精神などの領域別の専門誌であることの記
載や国家試験対策問題集との記載がある書籍、な
らびに絶版の書籍、雑誌、学会誌、紀要を除外し
た結果、27 冊を研究対象として選定した。 
２）分析方法 
検討の方法は、書籍ごとに「患者に使用済みの
注射針とキャップの取り扱い」と「薬液充填後の
注射針とキャップの取り扱い」が記述されている
部分を表に抽出した。さらに抽出された記述にお
いて類似した内容をまとめた。なお、一冊の書籍
に複数の記述内容がみられた場合はそれぞれ１件
として数えることとした。そのため、抽出された
書籍は「冊」とし、記述内容は「件」として表記
した。また、記述内容の抽出、記述内容の分類の
各分析段階において、共同研究者との意見が一致
するまで検討を行い、分析の妥当性の確保に努め
た。 
 
Ⅳ．結果 
１．患者に使用済みの注射針とキャップの取り扱
い 
選定された 27 冊の書籍について、患者に使用済
みの注射針とキャップの取り扱いにおける分析結
果を図１に示す（図１）。27 冊の書籍のうち 24 冊
には記述があったが、３冊には患者に使用済みの
注射針とキャップの取り扱いについて記述されて
いなかった。記述されていた 24 冊の書籍の記述内
容は、「注射針廃棄容器に捨てる」23 件、「廃棄物
を処理する」１件であった。「注射針廃棄容器に捨
てる」において、廃棄方法についてまとめたとこ
ろ、「キャップをしないでそのまま廃棄容器に捨て
る」20 件、廃棄容器に捨てる前に「使用後の注射
器は一旦膿盆に置き、その後注射器の後始末をす
る」３件であった。「キャップをしないでそのまま
廃棄容器に捨てる」では、８件の書籍に根拠が示
されており、その記述内容は「針刺しによる感染
を予防するため」「キャップをする際の針刺しを防
ぐため」などであった。 
また、「キャップをしないでそのまま廃棄容器に
捨てる」のうち「再びキャップをする」場合につ
いて併記されていた書籍が７件あった。「再びキャ
ップをする」場合としては、「廃棄容器が近くにな
い」３件、「やむを得ない」１件、「何らかの理由」
１件、「リキャップが必要な場合」１件、「リキャ
ップをする場合」１件であった。再びキャップを
する方法は、片手でキャップをすくい上げる方法
(以下、スクープ法)で示されていた。 
さらに、平成 17 年以降から平成 26 年の 10 年間
に発行された書籍において、10 年間の幅があるた
め、平成 17 年から平成 21 年を前半５年間、平成
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22 年から平成 26 年を後半５年間として、記述内
容の差異を確認した。その結果、「注射針廃棄容器
に捨てる」において、「キャップをしないでそのま
ま廃棄容器に捨てる」「再びキャップをする」は、
前半５年間と後半５年間共に記述されていた。廃
棄容器に捨てる前に「使用後の注射器は一旦膿盆
に置き、その後注射器の後始末をする」３件のす
べては前半５年間であった。 
 
２．薬液充填後の注射針とキャップの取り扱い 
 選定された 27 冊の書籍について、薬液充填後の
注射針とキャップの取り扱いにおける分析結果を
図２に示す（図２）。27 冊の書籍のうち 22 冊の書
籍には記述があったが、５冊は記述されていなか
った。記述されていた 22 冊の記述内容は、「注射
針にキャップをする」21 件で、他に「バイアルの
場合は注射針を替える」とバイアルの場合につい
て記述されていた書籍が５件あり、そのうち２件
がアンプルの場合との併記であった。「注射針にキ
ャップをする」方法として、トレイの端にキャッ
プを固定しながら片手でキャップをすくい上げる
方法（スクープ法その１）や、単にキャップを片
手ですくい上げる方法（スクープ法その２）であ
る「スクープ法」８件、「両手首を接触させて固定
する方法」５件、「リキャップ台の使用」２件、「ハ
の字式」２件、「への字式」１件、「キャップの内
壁に当てる」１件、「具体的な方法の記述がない」
２件であった。なお、V 字形は「ハの字式」とし
てまとめた。ならびに、「両手首を接触させて固定
する方法」「リキャップ台の使用」「への字式」の
３つの方法を示していた書籍が１件あり、それぞ
れを１件とした。それぞれの方法を推奨している
理由として、「スクープ法」では「針刺し防止のた
め」と示している書籍が４件あり、「リキャップ台
の使用」「ハの字式」においても同様の理由であっ
た。「両手首を接触させて固定する方法」では、両
手首を密着させ手指を安定させた状態で行うと安
全であると示している書籍が１件あった。 
また、バイアルの場合、注射針を替える根拠と
しては、ゴム栓に何度も刺すことで注射針を汚染
させてしまうことや、バイアルに刺入した針先は
変形している危険性があり、刺入時の疼痛を増強
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 「患者に使用済みの注射針とキャップの取り扱い」における記述内容の分類 
注）書籍に対しては「冊」とし，記述内容に対しては「件」として数えた. 
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させるなどが示されていた。しかし、注射針を替
える場合、どのように替えるのかその方法につい
て記述されていた書籍はなかった。 
 さらに、「患者に使用済みの注射針とキャップの
取り扱い」と同様に、平成 17 年から平成 21 年の
前半５年間と平成 22 年から平成 26 年の後半５年
間での記述内容の差異を確認した。その結果、「注
射針にキャップをする」「バイアルの場合は注射針
を替える」は、前半５年間と後半５年間共に記述
されていた。また、「注射針にキャップをする」で
は、前半５年間は「スクープ法」１件、「両手首を
接触させて固定する方法」１件、「ハの字式」２件、
後半５年間は「スクープ法」７件、「両手首を接触
させて固定する方法」４件、「リキャップ台の使用」
２件、「への字式」１件、「キャップの内壁に当て
る」１件、「具体的な方法の記述がない」２件であ
った。 
Ⅴ．考察 
書籍における「患者に使用済み」と「薬液充填
後」それぞれの注射針とキャップの取り扱いの方
法と原則の記述内容を明らかにし、針刺し切創の
防止に向けた注射法の技術教育について検討した。 
 
１．患者に使用済みの注射針とキャップの取り扱
いの方法と原則について 
患者に使用済みの注射針とキャップの取り扱い
では、「キャップをしないでそのまま廃棄容器に捨
てる」と記述されていた書籍がほとんどであった。
しかし、注射器と注射針を廃棄容器にそのまま捨
てる場合と一旦膿盆に置いてから捨てる場合があ
り、手順や使用物品に違いがあることで様々な解
釈を招いてしまう可能性がある。針刺し切創の発
生状況の割合が、使用後破棄までに７%ある 7）こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 「患者に使用済みの注射針とｷｬｯﾌﾟの取り扱い｣における記述内容の分類 
注）書籍に対しては「冊」とし，記述内容に対しては「件」として数えた. 
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とが報告されている。これらのことから、針刺し
切創や血液の接触による感染を防止するため、す
みやかに廃棄容器に廃棄することが必要不可欠と
される。そのため、患者に使用済みの注射針の取
り扱いに関する原則、準備から後始末まで一連に
沿った記述説明、使用物品の統一が必要であると
考える。さらに、廃棄容器に捨てる前に「使用後
の注射器は一旦膿盆に置き、その後注射器の後始
末をする」３件のすべては、平成 17 年から平成
21 年の前半５年間に出版された書籍であること
が明らかになった。今後の書籍の改訂に伴い、注
射器と注射針を廃棄容器にそのまま捨てる方法で
の統一した記述が望まれる。 
また、再びキャップする場合について約３割の
書籍に記述されていたことが明らかになった。使
用済みの注射針に再びキャップすることを原則禁
止とされているのにも関わらず、再びキャップす
る場合について記述されていることは、原則の範
疇を越えていると同時に再びキャップすることが
許容されていると判断してしまうおそれがある。
針刺しを経験したことがある看護師の再びキャッ
プすることによる針刺しの状況として、「あわてて
いた」「忙しかった」「大丈夫だと思った」であっ
た 8）ことが報告されている。ならびに、海外の書
籍では、偶発的な針刺しを防止するために再びキ
ャップをしないで廃棄容器に捨てる 9）10）と記述さ
れていた。これらのことから、再びキャップする
ことによる針刺し切創や感染防止に向けて使用済
みの注射針に再びキャップすることを禁止という
原則を遵守する必要があると考える。さらに、再
びキャップをすることによる針刺しの危険性につ
いて根拠が示されていた書籍は 27 冊中８冊であ
ることが明らかになったことから、根拠を明確に
した記述が望まれる。 
さらに、再びキャップをする理由として、「廃棄
容器が近くにない」「やむを得ない」「何らかの理
由」「リキャップが必要な場合」などが示されてい
たことが明らかになった。これらの理由は、根拠
が明確ではなく、どのような理由や場合が該当す
るのか曖昧であることから、看護師それぞれに解
釈が異なったり、特に初学者にはわかりにくい可
能性がある。そのため、曖昧な表現を避けると同
時に根拠が明確になっていない記述内容について
見直しが必要であると考える。 
 以上のことから、患者に使用済みの注射針によ
る針刺し切創や感染を防止するために、注射針の
取り扱いに関する原則と根拠の明確な記述説明、
ならびに再びキャップはしないという統一の見解
が必要であると考える。 
 
２．薬液充填後の注射針とキャップの取り扱いの
方法と原則について 
薬液充填後の注射針の取り扱いでは、「注射針に
キャップをする」とほとんどの書籍に記述されて
いた。注射針に再びキャップをする方法は、平成
17年から平成21年の前半５年間と平成22年から
平成 26 年の後半５年間での差異はなく、「スクー
プ法」「両手首を接触させて固定する方法」「リキ
ャップ台の使用」「ハの字式」など多様であること
が明らかになった。また、「バイアルの場合は注射
針を替える」と記述されているが、注射針を替え
る具体的な方法の記述がないことから、注射針廃
棄容器を使用してはずす、注射針の針基をつまん
ではずすなど様々な方法が用いられている可能性
が推測される。 
注射針にリキャップをする方法において、「スク
ープ法」「リキャップ台の使用」では針先を不潔に
する危険性があり、「両手首を接触させて固定する
方法」「ハの字式」「への字式」「キャップの内壁に
当てる」はキャップを手に持つことから針刺し切
創の危険性がある 11）。そのため、針刺し切創の防
止への安全性と針先がキャップに触れないことの
無菌操作を包含した方法の検討が求められている
ことからも一度使用したもの、つまり使用済みと
して扱うようにし、注射針に再びキャップするこ
とを原則禁止とすることが望まれる。さらには、
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「患者に使用済み」と「薬液充填後」では、注射
針とキャップの取り扱いに相違があることが明ら
かになった。これは、厚生労働省が通知した使用
済みの注射針に再びキャップすることを原則禁止
という「使用済み」の定義が曖昧になっているこ
とが考えられる。そのため、「使用済み」が示す定
義は、「患者に使用済み」のみであるのか、または
「患者に使用済み」と「薬液充填後」の双方であ
るのか明確な説明が必要と考える。 
また、近年では再びキャップすることの習慣化
を防止するため、薬液充填後の清潔な注射針であ
っても再びキャップをしないように推奨されてい
る 12）。他に、薬液充填時の針刺しを防止するため
にプラスチックカニューレを用いることもある13）。
さらに、海外の書籍では、薬液充填時はフィルタ
ー針を使用し、フィルター針はアンプルカットで
アンプル内に混入した小さなガラス片を除去する
ため患者への投与には適さないことから注射針に
交換する 14）15）と記述されており、再びキャップ
をしないことが示されていた。これらのことから、
注射針に再びキャップすることを原則禁止とし、
「患者に使用済み」と同様に「薬液充填後」にお
いても、注射針とキャップの取り扱いを統一する
ことが必要である。注射針に再びキャップするこ
とを原則禁止することを遵守することで、再びキ
ャップすることによる受傷を減少させることにつ
ながると考える。 
以上のことから、薬液充填後の注射針の取り扱
いでは、針刺し切創の防止と針先がキャップに触
れない無菌操作を守るために、使用済み注射針と
して扱い、再びキャップしないように統一するこ
とが必要と考える。また、「患者に使用済み」と「薬
液充填後」における注射針とキャップの取り扱い
の統一した理解に向けて、「使用済み」の定義の明
確な説明が必要と考える。 
 
Ⅵ．研究の限界と課題 
 本研究は平成 17 年以降に国内で出版された看
護技術に関する書籍に限定した結果である。今後
の課題として、医師や臨床検査技師などの他の専
門職者が使用している書籍での記述内容、ならび
にこれまでの先行研究における注射針とキャップ
の取り扱いに関して確認し、検討していく必要が
ある。 
 
Ⅶ．結論 
本研究では、以下の内容が明らかになった。 
１．「患者に使用済みの注射針とキャップの取り扱
い」では、「キャップをしないでそのまま廃棄容
器に捨てる」とほとんどの書籍に記述されてい
た。しかし、再びキャップする場合についても
併記していた書籍があった。 
２．「薬液充填後の注射針とキャップの取り扱い」
では、「注射針にキャップをする」と記述されて
おり、方法として「スクープ法」「両手首を接触
させて固定する方法」「リキャップ台の使用」「ハ
の字式」など多様であった。 
３．注射針とキャップの取り扱いに関する記述内
容の相違から、「使用済み」が示す定義は曖昧で
あり、「使用済み」が示す定義の明確な説明、な
らびに、根拠に基づいた原則、準備から後始末
まで一連に沿った注射針とキャップの取り扱い
の統一が必要であることが示唆された。 
 
本論文は、日本看護技術学会第 14 回学術集会に
おいて発表したものに加筆、修正したものである。 
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